
マウスの海馬の蛍光顕微鏡写真。ある記憶を担う神経細胞を緑
色蛍光タンパク質で可視化しています。

代表的なアサガオの形
態形成変異体。上段は
江戸時代末期、1854年
に出版された「朝顔三
十六花撰」に描かれて
いるアサガオ。下段は上
段のアサガオと同じ変
異を持つ現代のアサガ
オ。いずれも種子をつけ
ないため、変異をヘテ
ロ接合で隠し持つ、野生
型のきょうだい株から
採種し維持している。
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